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課
題
と
方
法 
本
論
で
は
近
代
日
本
に
お
い
て
歴
史
を
解
釈
し
叙
述
す
る
主
体
と
し
て
枢
要
な
地
位
を
占
め
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
、
い
か
な
る
歴
史
的
状
況
の
中
で
主
体
化
を
遂
げ
、
競
合
す
る
歴
史
認
識
に
対
し
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
卓
越
化
を
果
た
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。 
近
代
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
軌
跡
は
、
長
ら
く
、
久
米
邦
武
事
件
（
一
八
九
二
年
）、
南
北
朝
正
閏
問
題
（
一
九
一
一
年
）、
津
田
左
右
吉
事
件
（
一
九
四
〇
年
）
と
続
く
弾
圧
の
経
験
を
軸
に
語
ら
れ
て
き
た
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
国
家
権
力
に
対
す
る
一
貫
し
た
消
極
化
傾
向
を
基
調
と
す
る
こ
の
理
解
は
、
そ
の
「
無
思
想
性
」
へ
の
批
判
的
認
識
に
根
ざ
す
と
と
も
に
、
近
代
的
科
学
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
、「
封
建
的
」
あ
る
い
は
「
国
体
論
的
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
二
項
対
立
の
図
式
を
前
提
に
組
み
立
て
ら
れ
た
解
釈
と
い
え
る
。 
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
近
代
歴
史
学
を
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
み
な
す
国
民
国
家
論
の
問
題
提
起
が
関
心
を
集
め
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
つ
い
て
も
国
民
統
合
や
植
民
地
統
治
に
果
た
し
た
役
割
の
具
体
的
な
解
明
が
進
む
に
及
ん
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
対
抗
関
係
を
重
視
す
る
右
の
解
釈
の
一
面
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
国
民
国
家
論
の
視
角
で
は
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
で
あ
る
は
ず
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
、
何
故
、
度
重
な
る
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
整
合
的
に
説
明
で
き
な
い
。
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
、
広
く
社
会
的
・
政
治
的
な
文
脈
の
な
か
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
近
代
的
科
学
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
二
面
性
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
た
。 
そ
の
際
、
対
象
時
期
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
制
度
的
に
整
備
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
前
後
か
ら
、
民
俗
学
や
文
化
史
学
と
い
っ
た
新
た
な
研
究
動
向
が
現
れ
る
一
九
一
〇
年
代
ま
で
を
設
定
し
た
。
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
当
該
期
間
は
帝
国
大
学
設
立
に
伴
う
近
代
的
学
問
体
制
の
形
成
か
ら
、
国
民
道
徳
論
や
天
皇
機
関
説
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
確
立
に
至
る
学
問
史
的
・
国
家
史
的
な
転
換
期
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
念
頭
に
、
歴
史
学
だ
け
で
な
く
、
近
年
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
隣
接
学
問
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
卓
越
化
の
方
法
や
、
社
会
的
・
政
治
的
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
歴
史
的
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。 
 各
章
の
概
要 
 
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
自
立
化
の
過
程
を
旧
来
の
学
知
や
隣
接
諸
学
と
の
分
節
化
と
い
う
視
点
で
分
析
し
た
。
帝
国
大
学
の
前
身
の
東
京
大
学
時
代
、
西
洋
史
学
を
講
じ
る
学
科
は
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
、
日
本
史
学
が
和
文
学
科
で
、
中
国
史
が
部
分
的
に
漢
文
学
科
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
帝
国
大
学
の
設
立
後
、
日
本
史
学
を
講
じ
る
国
史
科
と
外
国
史
を
講
じ
る
史
学
科
が
新
設
さ
れ
、
漢
文
学
科
で
も
「
支
那
歴
史
」
の
課
目
が
設
置
さ
れ
た
。
本
論
で
は
、
こ
の
う
ち
国
史
科
と
史
学
科
と
の
関
係
に
着
目
し
、
国
文
学
科
、
史
学
科
の
双
方
と
共
通
性
を
持
っ
て
い
た
国
史
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
国
文
学
科
か
ら
離
れ
、
史
学
科
と
の
共
通
性
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
学
者
・
小
中
村
清
矩
と
ラ
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ン
ケ
史
学
を
修
め
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
言
説
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
帝
大
の
学
科
体
制
と
、
学
問
内
容
と
の
規
定
関
係
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
帝
大
の
学
科
体
制
は
学
問
の
自
立
性
と
結
び
つ
い
て
い
た
。 
 
国
史
を
国
文
学
と
分
か
ち
、
史
学
に
近
づ
け
て
い
く
要
素
と
な
っ
た
の
は
、
歴
史
学
の
主
要
な
「
補
助
学
科
」
と
さ
れ
た
歴
史
地
理
学
と
古
文
書
学
で
あ
っ
た
。
近
代
歴
史
学
の
成
立
に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
「
補
助
学
科
」
は
、
同
時
に
、「
国
学
」
「
漢
学
」
と
い
っ
た
旧
来
の
学
知
と
近
代
歴
史
学
と
を
分
節
化
す
る
要
素
と
も
な
っ
た
。 
 
制
度
化
に
並
行
し
て
、「
補
助
学
科
」
を
基
盤
と
す
る
近
代
歴
史
学
の
方
法
が
模
索
さ
れ
、〈
史
料
〉
と
い
う
独
自
の
素
材
が
見
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
学
知
の
枠
組
を
歴
史
的
に
正
当
化
す
る
史
学
史
認
識
と
し
て
構
築
さ
れ
た
の
が
、
坪
井
九
馬
三
の
「
純
正
史
学
」「
応
用
史
学
」
論
と
い
う
歴
史
認
識
の
二
元
論
的
理
解
で
あ
っ
た
。
坪
井
は
、
諸
学
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
未
だ
定
ま
ら
な
い
「
戦
国
乱
離
」
の
状
況
を
認
識
し
つ
つ
、
二
元
論
的
理
解
を
過
去
に
当
て
は
め
、
歴
史
学
の
発
展
過
程
を
単
線
的
に
描
き
出
す
こ
と
で
、
そ
の
領
域
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
代
、
歴
史
学
の
自
立
化
を
主
導
し
た
の
は
、
坪
井
九
馬
三
、
三
上
参
次
、
高
津
鍬
三
郎
と
い
っ
た
東
京
大
学
出
身
世
代
だ
っ
た
が
、
右
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
い
た
彼
ら
の
志
向
は
、
正
史
編
纂
と
い
う
国
家
事
業
を
通
じ
て
歴
史
認
識
の
一
元
的
刷
新
を
果
た
そ
う
と
し
た
、
重
野
安
繹
・
久
米
邦
武
ら
先
行
世
代
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。 
 
第
二
章
で
は
、
近
代
歴
史
学
の
理
念
を
自
意
識
と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
内
実
を
分
析
し
、
そ
の
広
が
り
と
矛
盾
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
他
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
の
分
節
化
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
「
純
正
史
学
」「
応
用
史
学
」
と
い
う
歴
史
認
識
の
二
元
論
的
理
解
は
、
同
時
に
、
研
究
と
教
育
、
専
門
家
と
非
専
門
家
と
い
っ
た
様
々
な
次
元
で
の
二
分
法
を
伴
っ
た
。
専
門
家
に
よ
る
科
学
的
な
歴
史
研
究
で
あ
る
「
純
正
史
学
」
は
、
理
念
的
に
は
誰
も
が
実
践
し
う
る
歴
史
に
向
き
合
う
態
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
〝
専
門
性
〟
〝
科
学
性
〟
が
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
、
事
実
上
、
帝
国
大
学
を
拠
点
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
こ
そ
が
「
純
正
史
学
」
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。 
 
他
の
歴
史
認
識
と
は
異
な
る
「
純
正
史
学
」
と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
と
っ
て
、
歴
史
地
理
学
的
知
見
と
古
文
書
の
収
集
は
固
有
の
方
法
を
実
践
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
っ
た
。
し
か
し
、
帝
国
大
学
の
研
究
者
だ
け
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
全
国
の
「
地
方
ノ
学
者
」
の
協
力
を
不
可
欠
と
し
た
。
史
学
会
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
各
地
で
「
地
方
史
学
会
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
的
基
盤
を
も
つ
歴
史
学
界
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
史
料
を
収
集
す
る
「
地
方
史
学
会
」
と
、
そ
れ
を
指
導
す
る
「
中
央
史
壇
」
と
い
う
非
対
称
な
関
係
を
伴
い
な
が
ら
も
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
、
帝
国
大
学
の
中
だ
け
に
自
足
す
る
の
で
は
な
い
、「
地
方
ノ
学
者
」
を
も
取
り
込
ん
だ
広
が
り
を
も
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
右
の
よ
う
な
経
緯
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
内
実
は
、
潜
在
的
に
理
念
と
実
態
と
の
矛
盾
を
抱
え
た
も
の
と
な
っ
た
。
専
門
家
に
よ
る
科
学
的
な
歴
史
研
究
と
し
て
の
「
純
正
史
学
」
は
、「
応
用
史
学
」
に
括
ら
れ
た
他
の
歴
史
認
識
と
は
目
的
や
方
法
、
流
通
市
場
を
異
に
す
る
存
在
と
さ
れ
、
そ
の
自
立
性
は
「
応
用
史
学
」
と
関
わ
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
保
た
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
純
正
史
学
」
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
歴
史
地
理
学
的
知
見
と
古
文
書
の
収
集
に
、「
地
方
ノ
学
者
」
の
協
力
は
欠
か
せ
ず
、
そ
の
「
地
方
ノ
学
者
」
の
多
く
は
、「
応
用
史
学
」
の
領
域
で
あ
る
初
等
中
等
教
育
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。「
応
用
史
学
」
と
は
区
別
さ
れ
る
「
純
正
史
学
」
が
存
立
す
る
た
め
に
は
、「
応
用
史
学
」
と
の
連
携
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
他
方
、
他
の
歴
史
認
識
（「
応
用
史
学
」）
と
の
差
異
化
に
よ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
（「
純
正
史
学
」）
の
自
立
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
、
久
米
事
件
後
の
消
極
化
傾
向
だ
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
動
き
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
内
部
の
「
少
壮
史
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家
」
か
ら
現
れ
る
。
帝
大
出
身
の
「
少
壮
史
家
」
を
代
表
す
る
黒
板
勝
美
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
基
盤
構
築
を
優
先
す
べ
き
と
し
た
坪
井
九
馬
三
と
異
な
り
、
か
つ
て
の
修
史
館
史
学
の
よ
う
に
、
研
究
成
果
に
基
づ
く
「
史
論
」
を
広
く
社
会
に
発
信
し
、
歴
史
認
識
の
刷
新
を
は
か
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。 
 
当
初
は
局
所
的
問
題
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
「
純
正
史
学
」
と
「
応
用
史
学
」
の
矛
盾
は
、
一
九
〇
三
年
、
歴
史
教
科
書
が
国
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
全
面
化
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
。
歴
史
教
科
書
の
国
定
化
は
、「
純
正
史
学
」
の
担
い
手
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
歴
史
家
が
「
応
用
史
学
」
で
あ
る
歴
史
教
科
書
を
作
成
す
る
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
し
、
二
元
論
的
理
解
の
前
提
が
崩
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
の
南
北
朝
正
閏
問
題
（
以
下
、
正
閏
問
題
）
は
、
そ
の
矛
盾
が
激
発
し
た
事
態
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
純
正
史
学
」「
応
用
史
学
」
の
二
元
論
を
前
提
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
自
立
性
が
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
他
の
歴
史
認
識
と
の
関
係
を
再
構
築
し
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
卓
越
性
を
回
復
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
か
つ
て
の
「
少
壮
史
家
」
黒
板
勝
美
だ
っ
た
。
こ
の
正
閏
問
題
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
危
機
状
況
と
、
黒
板
勝
美
に
よ
る
卓
越
性
の
回
復
の
過
程
を
、
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
で
取
り
上
げ
た
。 
 
ま
ず
、
第
三
章
で
は
、
歴
史
と
道
徳
の
関
係
と
い
う
視
角
か
ら
、
正
閏
問
題
に
参
加
し
た
個
々
の
論
者
の
主
張
を
制
度
的
背
景
や
人
脈
等
に
拠
ら
ず
、
論
理
内
在
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
の
把
握
と
は
異
な
る
対
立
軸
を
見
出
し
、
そ
れ
を
当
時
の
社
会
状
況
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
正
閏
問
題
の
社
会
的
、
思
想
的
背
景
を
解
明
し
た
。 
 
正
閏
問
題
の
前
年
、
大
逆
事
件
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
原
因
を
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
社
会
矛
盾
の
増
大
と
道
徳
の
荒
廃
に
求
め
る
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
正
閏
問
題
は
こ
の
余
波
の
中
に
あ
り
、
北
朝
正
統
論
・
両
朝
並
立
論
は
道
徳
の
荒
廃
を
も
た
ら
す
破
壊
思
想
と
の
批
判
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
状
況
へ
の
処
方
箋
と
し
て
道
徳
教
育
の
振
興
が
国
を
挙
げ
て
叫
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
は
、
児
童
に
対
し
理
屈
抜
き
に
特
定
の
価
値
観
へ
の
感
情
的
同
化
を
促
す
「
感
動
主
義
」
で
あ
り
、
そ
の
素
材
に
は
童
話
と
と
も
に
「
南
朝
忠
臣
」
に
ま
つ
わ
る
「
史
談
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
正
閏
問
題
に
は
こ
う
し
た
道
徳
教
育
の
構
想
へ
の
歴
史
教
育
を
通
じ
た
対
応
如
何
を
問
う
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
。 
 
道
徳
と
歴
史
と
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
正
閏
問
題
に
は
北
朝
か
南
朝
か
と
い
う
対
立
軸
と
は
別
に
、「
感
動
主
義
」
と
共
鳴
し
、
道
徳
を
不
変
の
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
歴
史
の
道
徳
へ
の
動
員
を
説
く
「
国
民
道
徳
史
」
の
立
場
と
、
道
徳
を
可
変
的
に
捉
え
、
道
徳
に
対
す
る
歴
史
の
有
用
性
を
否
定
す
る
可
変
的
道
徳
論
／
発
展
的
歴
史
観
の
立
場
と
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
こ
の
対
立
は
日
露
戦
争
時
に
交
わ
さ
れ
た
武
士
道
の
道
徳
的
有
効
性
を
め
ぐ
る
論
争
と
論
理
的
・
人
的
に
連
続
し
て
い
た
が
、
正
閏
問
題
は
こ
の
道
徳
論
争
を
歴
史
問
題
の
形
で
決
着
さ
せ
た
点
で
画
期
的
意
味
を
持
っ
た
。
南
朝
正
統
の
決
定
に
伴
い
公
定
化
さ
れ
た
「
国
民
道
徳
史
」
は
、
公
定
の
歴
史
観
と
結
合
し
た
道
徳
論
で
あ
っ
た
が
故
に
、
改
変
不
能
の
硬
直
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
社
会
的
な
規
制
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
観
と
道
徳
論
が
結
合
し
た
「
国
民
道
徳
史
」
が
公
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
正
閏
問
題
で
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
歴
史
叙
述
の
正
当
性
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、「
応
用
史
学
」
と
切
断
さ
れ
た
「
純
正
史
学
」
に
自
足
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
よ
っ
て
「
国
民
道
徳
史
」
に
適
合
し
た
歴
史
認
識
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。 
第
三
章
で
思
想
史
的
背
景
を
確
認
し
た
上
で
、
第
四
章
で
は
正
閏
問
題
の
対
立
構
図
を
政
治
的
背
景
や
社
会
関
係
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
正
閏
問
題
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
位
置
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
陥
っ
た
危
機
の
内
実
を
論
じ
た
。
正
閏
問
題
は
こ
れ
ま
で
国
家
権
力
に
よ
る
歴
史
学
へ
の
学
問
弾
圧
事
件
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
は
、
新
聞
報
道
に
端
4 
 
を
発
し
、
問
題
の
あ
る
教
科
書
を
編
修
し
た
政
府
の
責
任
を
世
論
が
追
及
す
る
と
い
う
構
図
で
展
開
し
た
。
教
科
書
編
修
に
従
事
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
歴
史
学
者
は
政
府
当
局
者
と
し
て
世
論
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
正
閏
問
題
の
結
末
は
政
府
に
よ
る
教
科
書
改
訂
を
通
じ
た
教
育
統
制
の
強
化
に
終
わ
っ
た
。
南
朝
正
統
論
者
た
ち
は
自
ら
を
「
南
朝
忠
臣
」
に
擬
し
、
政
府
を
足
利
尊
氏
ら
「
逆
賊
」
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
、
世
論
を
味
方
に
つ
け
自
己
正
当
化
を
は
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
「
吉
野
の
朝
廷
」
を
採
用
す
る
こ
と
で
「
南
北
朝
」
の
概
念
自
体
を
抹
殺
し
、
南
朝
正
統
論
の
政
府
批
判
の
論
拠
を
封
じ
る
と
と
も
に
、そ
れ
を
反
逆
の
論
理
か
ら
唯
一
の
朝
廷
を
戴
く
政
府
へ
の
服
従
を
説
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
転
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。 
 
右
の
方
策
に
よ
り
政
府
は
危
機
を
脱
し
た
の
だ
が
、
世
論
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
国
家
の
後
ろ
盾
も
失
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
孤
立
状
況
に
陥
っ
た
。
そ
の
中
で
世
論
の
感
情
的
な
傾
向
を
批
判
し
「
科
学
的
」
な
歴
史
学
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
は
、
喜
田
貞
吉
ら
両
朝
並
立
論
者
で
は
な
く
、
黒
板
勝
美
ら
南
朝
正
統
論
を
採
る
歴
史
学
者
で
あ
っ
た
。
南
朝
正
統
論
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
「
国
民
道
徳
史
」
の
背
景
に
あ
っ
た
「
感
動
主
義
」
を
強
く
批
判
し
て
い
た
黒
板
は
、
喜
田
が
断
念
し
た
、
歴
史
学
の
方
法
で
南
朝
正
統
を
〝
証
明
〟
す
る
と
い
う
難
題
を
、「
主
権
」
概
念
を
用
い
た
歴
史
解
釈
に
よ
っ
て
解
決
し
、「
大
義
名
分
」
と
「
科
学
」
を
統
合
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。 
改
訂
教
科
書
の
歴
史
観
は
、
国
民
に
天
皇
へ
の
忠
誠
を
説
く
〈
国
体
史
〉
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
世
論
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
と
い
う
点
で
〈
国
民
史
〉
的
性
格
を
も
持
つ
も
の
だ
っ
た
が
、
黒
板
は
、
そ
の
歴
史
認
識
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
そ
正
当
化
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
み
せ
た
。〈
国
体
史
で
あ
り
か
つ
国
民
史
〉
で
も
あ
る
歴
史
認
識
を
「
科
学
的
」
な
歴
史
学
が
正
当
化
す
る
と
い
う
構
図
を
現
出
せ
し
め
た
点
に
正
閏
問
題
の
史
学
史
的
位
置
は
あ
っ
た
。 
第
五
章
で
は
、
正
閏
問
題
に
お
い
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
方
法
に
よ
る
〈
国
体
史
で
あ
り
か
つ
国
民
史
〉
の
正
当
化
を
成
し
遂
げ
た
黒
板
が
、
そ
れ
を
通
史
叙
述
の
全
体
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
黒
板
の
主
著
で
あ
る
『
国
史
の
研
究
』
の
初
版
と
、
正
閏
問
題
後
に
刊
行
さ
れ
た
再
訂
版
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
跡
づ
け
た
。 
黒
板
は
、「
専
門
家
」
に
よ
る
「
科
学
的
」
な
歴
史
研
究
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
自
意
識
を
強
調
し
た
上
で
、
初
版
で
は
天
皇
か
ら
武
家
へ
の
主
権
の
移
行
過
程
と
し
て
叙
述
し
た
通
史
を
、
再
訂
版
で
は
大
き
く
書
き
換
え
、
天
皇
と
「
皇
室
中
心
思
想
」
を
も
っ
て
天
皇
を
支
え
る
国
民
の
一
貫
し
た
関
係
の
現
れ
と
し
て
描
出
し
た
。「
国
史
」
の
意
義
づ
け
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
初
版
と
異
な
り
、
再
訂
版
で
は
、「
国
民
」
の
歴
史
的
位
置
と
役
割
を
証
明
し
、
将
来
へ
の
指
針
を
与
え
る
「
国
史
」
の
意
義
が
明
確
化
さ
れ
て
お
り
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
方
法
に
よ
る
〈
国
体
史
で
あ
り
か
つ
国
民
史
〉
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
歴
史
認
識
は
、
憲
法
解
釈
や
国
民
道
徳
論
と
い
っ
た
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
盤
と
な
る
歴
史
認
識
を
「
科
学
的
」
に
正
当
化
す
る
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
大
正
期
以
降
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
卓
越
性
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
正
閏
問
題
に
よ
っ
て
孤
立
状
況
に
置
か
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
、「
国
民
」
を
指
導
し
、
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
正
当
化
す
る
歴
史
認
識
を
構
築
し
た
黒
板
に
よ
っ
て
、
再
び
そ
の
社
会
的
位
置
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
「
科
学
」
が
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
黒
板
の
通
史
叙
述
は
、
一
見
す
る
と
、
国
民
国
家
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
、
予
定
調
和
的
存
在
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
三
章
以
降
で
見
て
き
た
経
緯
は
、
黒
板
の
通
史
叙
述
が
、
国
家
や
世
論
の
要
請
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
方
法
と
の
鋭
い
緊
張
関
係
の
中
で
構
築
さ
れ
た
歴
史
認
識
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。そ
し
て
、
こ
の
緊
張
関
係
は
、
そ
の
後
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
歴
史
認
識
の
葛
藤
を
生
み
出
す
駆
動
力
と
な
っ
た
。
第
六
章
で
は
、
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そ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
の
競
合
が
織
り
な
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
『
足
利
市
史
』
と
い
う
自
治
体
史
の
編
纂
に
注
目
し
て
析
出
し
た
。 
 
経
済
的
発
展
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
足
利
尊
氏
を
「
逆
賊
」
視
す
る
公
定
の
歴
史
観
の
も
と
「
逆
賊
の
地
」
認
識
に
苛
ま
れ
て
い
た
足
利
市
に
お
い
て
、『
足
利
市
史
』
編
纂
は
、
歴
史
観
の
修
正
に
よ
る
国
家
へ
の
承
認
要
求
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
国
史
科
に
学
ん
だ
編
纂
長
・
西
村
辰
次
郎
は
、『
足
利
市
史
』
の
紙
幅
の
約
半
数
を
足
利
尊
氏
と
足
利
学
校
の
記
述
に
当
て
、
そ
の
再
評
価
を
通
じ
て
「
国
史
」
に
お
け
る
足
利
の
重
要
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
国
定
教
科
書
編
修
に
も
従
事
し
て
い
た
西
村
で
あ
っ
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
根
拠
地
で
あ
る
帝
大
国
史
科
に
学
ん
だ
彼
の
学
知
は
、「
国
史
」
に
対
す
る
承
認
要
求
に
も
有
効
性
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、『
足
利
市
史
』
は
一
旦
成
立
す
る
や
、
地
域
の
「
正
史
」
と
し
て
権
威
化
さ
れ
、
今
度
は
地
域
の
中
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
方
法
で
編
ま
れ
た
『
足
利
市
史
』
は
、
文
書
史
料
中
心
・
中
世
史
重
視
の
性
格
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
が
、
足
利
の
名
望
家
・
木
村
半
兵
衛
は
、
そ
こ
に
現
代
史
や
民
俗
事
象
を
軽
視
す
る
態
度
を
見
て
と
り
、『
足
利
市
史
』
へ
の
批
判
と
改
訂
運
動
を
展
開
し
た
。
木
村
の
運
動
は
日
下
部
金
鯱
、
福
田
真
三
ら
に
受
け
継
が
れ
、「
国
史
」
と
も
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
も
異
な
る
「
郷
土
人
」
に
よ
る
「
郷
土
史
」
の
構
想
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。 
 
『
足
利
市
史
』
編
纂
を
め
ぐ
る
諸
相
は
、
諸
主
体
の
相
互
作
用
の
中
で
生
成
さ
れ
る
歴
史
意
識
の
流
動
性
と
、
何
ら
か
へ
の
統
合
や
抑
圧
・
排
除
な
ど
が
他
面
で
は
別
個
の
機
能
を
帯
び
る
と
い
う
錯
綜
し
た
事
態
と
を
露
わ
に
し
た
。
第
五
章
の
内
容
と
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
、
黒
板
に
お
い
て
〈
国
体
史
で
あ
り
か
つ
国
民
史
〉
の
正
当
化
と
い
う
機
能
を
持
た
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
叙
述
の
正
統
性
を
再
構
築
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
は
、『
足
利
市
史
』
に
お
い
て
は
〈
国
体
史
で
あ
り
か
つ
国
民
史
〉
の
仮
構
性
を
暴
露
す
る
と
い
う
正
反
対
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
結
局
は
、
地
域
の
「
正
史
」
と
な
り
、「
郷
土
人
」
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
を
受
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
過
去
に
あ
っ
た
も
の
を
分
割
し
、
配
置
し
、
図
式
化
し
、
索
引
化
し
、
記
録
し
て
、
そ
の
対
象
を
知
る
権
力
」（
李
成
市
）
と
い
う
歴
史
学
の
性
格
を
、『
足
利
市
史
』
も
ま
た
帯
び
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
権
力
は
植
民
地
や
地
域
の
民
衆
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
国
家
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
正
当
化
を
要
請
さ
れ
な
が
ら
も
、
〝
科
学
的
〟
価
値
に
基
づ
い
て
自
己
主
張
を
行
っ
て
い
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
自
立
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
成
果
と
課
題 
 
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
で
は
、
広
く
社
会
的
・
政
治
的
な
文
脈
の
な
か
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
を
位
置
づ
け
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
近
代
的
科
学
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
二
面
性
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
た
。 
 
本
論
の
成
果
を
研
究
史
と
の
関
係
で
記
せ
ば
、
第
一
に
、
国
学
・
漢
学
と
い
う
旧
来
の
学
知
や
、
国
文
学
や
国
語
学
と
い
っ
た
隣
接
学
問
、
さ
ら
に
は
正
閏
問
題
に
お
け
る
世
論
や
、
足
利
市
の
「
郷
土
史
」
等
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
以
外
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
史
学
史
研
究
と
は
異
な
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
像
を
提
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
歴
史
学
の
範
囲
を
あ
ら
か
じ
め
限
定
し
た
上
で
、
そ
の
内
発
的
発
展
の
過
程
を
跡
づ
け
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
「
消
極
的
」「
無
思
想
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
を
、
本
論
で
は
、
旧
来
の
学
知
や
隣
接
学
問
、
世
論
な
ど
に
対
し
自
立
化
、
卓
越
化
を
は
か
る
存
在
と
し
て
捉
え
直
し
た
。 
 
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
自
立
性
や
卓
越
性
を
保
証
し
た
の
は
、
西
洋
由
来
の
〈
科
学
〉
と
し
て
の
自
己
主
6 
 
張
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
点
で
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
官
学
と
し
て
高
次
の
国
家
に
奉
仕
す
る
た
め
に
は
、
現
実
の
政
治
情
勢
か
ら
距
離
を
置
い
た
科
学
的
中
立
性
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
と
き
に
国
家
と
の
間
に
葛
藤
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
国
民
国
家
と
の
予
定
調
和
的
な
共
犯
関
係
の
み
を
強
調
す
る
国
民
国
家
論
の
視
角
は
一
面
的
で
あ
る
。 
 
以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
、
第
六
章
で
分
析
し
た
地
域
の
動
向
に
対
応
す
る
歴
史
意
識
を
め
ぐ
る
競
合
関
係
を
、
大
正
期
以
降
の
「
中
央
」
の
学
知
の
中
に
見
定
め
て
い
く
作
業
に
取
り
組
み
た
い
。
正
閏
問
題
が
生
起
し
た
明
治
末
期
は
、
柳
田
国
男
の
民
俗
学
や
津
田
左
右
吉
の
文
化
史
研
究
と
い
っ
た
、ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
挑
戦
す
る
新
た
な
歴
史
叙
述
が
姿
を
現
わ
し
た
時
期
で
も
あ
る
。従
来
、
実
証
主
義
史
学
か
ら
大
正
期
の
新
史
学
へ
の
発
展
過
程
と
し
て
系
譜
論
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
の
時
期
の
史
学
史
を
、多
様
な〈
国
体
史
に
し
て
か
つ
国
民
史
〉
の
競
合
関
係
と
し
て
再
解
釈
し
、
背
景
に
あ
る
国
家
観
や
社
会
観
の
相
克
を
も
含
め
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
歴
史
意
識
の
次
元
か
ら
当
該
期
の
思
想
状
況
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
先
に
は
〈
国
体
史
に
し
て
か
つ
国
民
史
〉
と
い
う
枠
組
み
自
体
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
批
判
し
た
唯
物
史
観
や
、
系
譜
論
的
に
は
逸
脱
例
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
皇
国
史
観
」
も
視
野
に
収
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 
 
ま
た
、
こ
の
課
題
か
ら
は
、
時
期
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、「
純
正
史
学
」「
応
用
史
学
」
と
い
う
二
元
論
的
理
解
の
矛
盾
を
よ
り
具
体
的
か
つ
多
面
的
に
分
析
す
る
作
業
も
要
求
さ
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
よ
っ
て
周
縁
化
さ
れ
た
「
地
方
ノ
学
者
」
に
照
準
を
定
め
、
彼
ら
に
固
有
の
利
害
関
心
と
、「
中
央
」
か
ら
提
供
さ
れ
る
多
様
な
学
知
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
作
業
に
取
り
組
み
た
い
。 
 
以
上
の
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
、
歴
史
的
知
識
を
教
養
の
中
核
と
し
た
知
的
中
間
層
の
盛
衰
を
跡
づ
け
、
そ
こ
か
ら
近
代
以
降
の
日
本
社
会
を
見
透
す
作
業
に
つ
な
げ
た
い
。 
 
